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1. 若者会議の目的・背景

実施の背景
立川市と昭島市は連携して、若者の意見を聴き、市政に反映していくことを
目的とし、立川市及び昭島市に在住・在学・在勤のおおむね 18 歳から 39 歳
の方を対象にワークショップを基本とした議論の場を設けた上で、若者なら
ではの視点やアイディアをもって市に対する政策提言を行う取組を実施しま
した。

本事業の位置づけ
令和7年度の議論のテーマは「令和８年度以降の若者会議のあり方」とし、若
者が主体となって理想の若者会議について議論を重ね、結果を取りまとめて
発表し、市に対して提言を行う取組を実施しました。
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2. 実施概要

実施体制・協力者
本会議全体の企画運営、事務局、ファシリテーションを株式
会社シーズプレイスが担当し、進行役には株式会社野村総
合研究所の稲垣仁美さんにご参加いただき、オープン講座
と3回の会議を開催しました。会議の進行記録は、伝え～る
の鈴木あゆみさんにグラフィックレコーディングをしてい
ただきました。

参加者数・グラフ
参加者は先着順で受付を実施し、18 ～ 39歳の30名から申し込みがありました（構成の内訳／立川市関係者：
21名、昭島市関係者：6名、両市関係：3名）。各講座の参加者人数は以下の通りです。

10代

20代

30代
昭島市
在住

立川市
在住

市外在住・
立川市在勤

市外在住・
昭島市在勤

年　齢
10代 …… 1名
20代 …… 2名
30代 ……11名

オープン講座

参加…………14
参加者の内訳は
右グラフの通り

区　分
立川市在住………… 8名
市外在住・立川市在勤… 1名
昭島市在住………… 3名
市外在住・昭島市在勤… 1名
立川市在住・昭島市在勤… 1名

区　分
立川市在住……… 11名
市外在住・立川市在勤… 1名
昭島市在住………… 2名
立川市在住・昭島市在勤… 2名

20代

30代

年　齢
20代 ……2名
30代……14名

第1回～第3回
若者会議

参加…………16
参加者の内訳は
右グラフの通り

立川市在住・
昭島市在勤

立川市在住・
昭島市在勤

昭島市
在住

立川市
在住

市
外
在
住
・

立
川
市
在
勤

グラフィックレコーディングとは？
グラフィックレコーディングは、会
議やワークショップの対話内容を絵
や図で可視化し、参加者間の共通理
解を促進する手法です。
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チラシ・ポスター
参加者募集の広報として、A4サイズのチラシと、
A3サイズのポスターを制作しました。チラシは立
川市・昭島市の市役所に配架するほか、無作為抽
出の郵送や、市の掲示板に掲示して広報活動を行
いました。

SNS広告
立川市・昭島市を対象エリアとして、Instagram及びX
でSNS広告配信を実施しました。その結果、Instagram
広告はCTR1.78％、CPC44円と高い費用対効果を示し
ました。一方、X広告は低コストで約1万人に到達し、
認知拡大や周知の補完手段として一定の効果が認めら
れました。

実施期間：令和7年９月８日～９月16日
※�実施期間中に申し込み人数が定員を超えたため、広

告配信を予定期間より早めに切り上げました。

指標 Instagram広告 X広告
リーチ 17,589人 9,523人
インプレッション 26,785回 12,757回
フリークエンシー 1.52回 1.34回
CTR 1.78％ 0.85％
クリック数 477回 109回
CPC 44円 87円
CPM 723円 690円
動画3秒再生数 2,776回 743回
動画完走 269回 65回

3. 広報・周知活動

このまちで、
わたしができること

10/4 土

2025年

10:00～13:00

アキシマエンシス校舎棟201会議室
（昭島市）

わたしにとっての
地域課題って？

2025年 第１回

ワークショップ

11/22 土 13:00～16:00

子育て支援・保健センター
「はぐくるりん」健康増進室（立川市）

“参加したくなる若者会議”
ってどんなカタチ？」

2025年 第２回

ワークショップ

たましんRISURUホール第１会議室
（立川市）

12/20 土 13:00～16:00

こんな若者会議にしたい！
わたしたちの声を届けよう

2026年 第３回

発表会

イーストテラス
（昭島市）

1/24 土 13:00～16:00

【主催】立川市・昭島市
【企画・運営】若者会議運営事務局（株式会社シーズプレイス内）　 050-1722-9129　　 tachikawa@csplace.co.jp

お申込みはこちら
参加対象

18歳～39歳の方
※高校生を除く（立川市・昭島市に在住・在勤・在学中の人   　　　　）

オープン講座

オープン講座のみの参加、第１回～3回のみの参加もOK！
ご参加いただいた方には、謝礼をご用意しております。

定員 ［オープン講座］40人程度　［第1回～3回］20人程度
※いずれも先着順

お申込み

右記の2次元コードからお申込み下さい。

申込み締切

 オープン講座

「このまちで、わたしができること」
10 4 土

10時～13時

地域で活動している先輩ゲストから話を聞きながら、
自分とまちとのつながりを考えてみます。

株式会社シーズプレイス
代表取締役　森林育代 氏

 テーマ共有ワークショップ

「わたしにとっての地域課題って？」
11 22 土

13時～16時

第1回

興味や関心が近い人とチームを組み、地域課題を
“自分ごと”として考える第一歩を踏み出します。

 構想ワークショップ

「“参加したくなる若者会議”ってどんなカタチ？」
12 20 土
13時～16時

第2回

先進事例を知り、自分たちが本当に創りたい
会議のスタイルを一緒に考えます。

全国ユースカウンシル連盟　　原田伊織 氏

株式会社シーズプレイス代表取締役・NPO法人ダイバーシティコミュ理事長

NPOや会社を立ち上げ、地域の「こんな社会があったらいいな」を形にしてきた実践者。
保育園付きコワーキングや商店街活性など、まちの中に新しい働き方やつながりを生み出
している。元プロミュージシャンという異色の経歴も持ち、やりたいことに全力で挑み続
ける姿勢が信条。若者の「やってみたい！」を応援する、まちづくりの伴走者。

兵庫県尼崎市在住の大学生。高校時代に尼崎市のユースカウンシル(若
者会議)事業に参画。ヤングケアラー支援など若者参画に積極的に取り
組む。こども家庭庁の審議会委員を務めたほか、NPO法人ASKの理事・
事務局長を務める。

 提言発表会

「こんな若者会議にしたい！わたしたちの声を届けよう」
1 24 土

13時～16時

第3回

行政関係者の前で、若者のリアルな想いやアイデアを発表します。

講師

講師

お申込みはこちら

【主催】立川市・昭島市【企画・運営】若者会議運営事務局（株式会社シーズプレイス内）　　050-1722-9129　　　tachikawa@csplace.co.jp

お申込み

※オープン講座のみの参加、第１回～3回のみの参加も可能です。　※ご参加いただいた方には、謝礼をご用意しております。

VOICE from １８→39

 in

立川・昭島

オープン講座

手話通訳など、特別な配慮が必要な方は事前にご相談ください。手話通訳をご希望の場合、オープン講座は9月19日（金）までに、
第1回～3回は11月7日（金）までにお申し込みをお願いいたします。
車いすでの来場や筆談対応など、できる限りの配慮をいたしますので、安心してご参加いただけるようお気軽にお知らせください。

・まちづくりや社会に関心がある
・地域の同世代と話してみたい
・地域で何かしてみたい、自分の想いを話してみたい

こんな人に
おすすめ

参加対象 18歳～39歳の方

立川市・昭島市に在住・在勤・在学中の人※高校生を除く
定員

参加
申込み

［オープン講座］40人程度　［第1回～3回］20人程度
※いずれも先着順

用語注釈
※リーチ：広告を実際に見た人の数（実数）
※インプレッション：広告が表示された回数（のべ）
※�フリークエンシー：1人の人が平均で何回広告を見たかを

示す数値
※CTR（クリック率）：表示回数に対するクリックの割合
※クリック数：広告をクリックした回数の合計
※�CPC（クリック単価）：１クリックあたりの広告費の平均費用
※�CPM（インプレッション単価）：広告が1000回表示される

のにかかった費用
※動画3秒再生数：動画広告が3秒以上再生された回数
※動画完走：動画広告が最後まで再生された回数
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4. 各回の実施内容

若者会議  オープン講座
◦テーマ：このまちで、わたしができること
◦日　時：令和7年10月4日（土）10:00～13:00
◦会　場：アキシマエンシス校舎棟201会議室
◦目　標：◦参加者同士が出会い、安心して意見を出せる場をつくる
	 ◦�若者会議の趣旨と全体像を共有し、参加へのモチベーションを高める
	 ◦�「自分がこのまちにどう関わりたいか」を言葉にし、共通の出発点をつくる
◦内　容：①講演「このまちで、わたしができること」
	 ②自己紹介、感想共有
	 ③グループトーク「どんなまちにしたい？」

前半は地域で活動を行う先輩として株式会社シーズプレイスの代表取締役　森林育代さんに講
演いただきました。後半は、参加者同士の交流を目的として、自己紹介やグループトークを行い
ました。

開催日時 開催場所 参加人数

オープン講座
「このまちで、わたしができること」

令和7年
10月4日（土）

10:00 ～ 13:00

アキシマエンシス
校舎棟 201会議室 14人

第1回　若者会議
「わたしにとっての地域課題って？」

令和7年
11月22日（土）
13:00 ～ 16:00

子育て支援・保健センター
「はぐくるりん」

健康増進室
10人

第2回　若者会議
「“参加したくなる若者会議” って
   どんなカタチ？」

令和7年
12月20日（土）
13:00 ～ 16:00

たましん
RISURUホール

第1会議室
12人

第3回　若者会議・提言発表会
「こんな若者会議にしたい！
  わたしたちの声を届けよう」

令和8年
1月24日（土）

13:00 ～ 16:00

イーストテラス・サブスリー
301会議室 11人
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森林さんご自身のライフストーリーを交えながら、「なぜ、地域とつながること
が必要なのか」「どのような方法で地域と関わることができるのか」などを講演
いただきました。講演後半のイントロダクションや質疑応答ではオンライン質
問ツール「Slido（スライドー）を活用し、活発な意見が飛び交いました。

講演「このまちで、わたしができること」

＜講演中の様子＞

＜スライド＞

＜グラフィックレコーディング＞

講師の森林育代さん
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講演後はグループ同士で自己紹介や、講演の感想を話
し合い、その後は「どんなまちにしたい？」のテーマに
従って、各自の意見交換を行いました。その後、各グ
ループで出た意見をグループごとに発表しました。

ペアトーク・グループトーク

二次元コードの読み込みで、匿名で質問や意見提起ができるオンライン質問ツール「Slido（スライドー）」を活用
した質疑応答や意見交換を行いました。

Slido（スライドー）の意見

＜スライドー＞
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＜グループトーク中の様子＞
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アンケートの結果からも、参加者の多くが本講座を通して新しい気づきやつながりを得たことが分かりました。講
演「このまちで、わたしができること」の満足度では、12名が「非常によかった」2名が「よかった」と回答しました。
講演の中で語られた実体験や地域活動の意義に多くの共感が寄せられ、下のような声が挙がりました。また、全体
の満足度についても13名が「非常によかった」1名が「よかった」と評価しており、講義とディスカッションのバラン
スや、参加者同士の交流を高く評価する声が目立ちました。

アンケート結果より抜粋
●�「まちづくりの先駆者の話が聞けたから」
●�「講演も素晴らしかったし、同じチームのみなさんとつながれた」
●�「普段接しない年代の近い方と話ができ、繋がりができてよかった」
●�「具体的な話を聞けて面白かった」

アンケート

＜グラフィックレコーディング＞
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アンケートでは、「地域に関わることへのハードルが下がった」「身近な課題を自分ごととして考えられるようになっ
た」といった感想も見られました。特に、「地域のことを話せる仲間ができた」というコメントが複数寄せられており、
講座が今後の若者ネットワーク形成のきっかけとなったことがうかがえます。

参加者の多くが、今後の若者会議（第1 〜 3回）への参加を希望。「さらに深く関わりたい」「自分のアイデアを形にした
い」という前向きな意欲が感じられました。これにより、オープン講座を単発の学びにとどめず、継続的な参画意識を
育む機会として位置づけることができました。

本講座は、若者が地域とのつながりを実感し、「自分にもできることがある」と気づく契機となりました。自由な意見
交換の場を設けたことで、参加者一人ひとりの思いや関心を引き出すことができ、次回以降の連続講座へのスムー
ズな導入にもつながりました。全体を通してポジティブな評価が多く、若者会議のスタートとして非常に良好な滑
り出しとなりました。

学び・気づき

今後への意欲

総　　括

 

＜メンチメーター「立川・昭島の好きなところは？」＞
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第1回　若者会議
◦テーマ：わたしにとっての地域課題って？
◦日　時：令和7年11月22日（土）　13:00～16:00
◦会　場：子育て支援・保健センター「はぐくるりん」健康増進室
◦目　標：◦�事前アンケートで確認した関心領域や問題意識が近いメンバー同士でグループを

つくる
	 ◦�「理想の若者会議とは?」を考える準備として、自分たちの問題意識をグループ単位

で形にする
◦内　容：①グループ作り
	 ②若者会議の理想像の初期案作り
	 ③全体ディスカッションで若者会議に必要な要素を整理

冒頭で立川市の酒井市長からご挨拶をいただいたのちに、事前アンケートで伺った関心
領域が近いメンバー同士でグループを構成しました。その後、ファシリテーターから「若
者会議とは何か？」を学び、立川・昭島における理想のスタイルや目的、運営体制などを
協議し、愛称案も検討しました。

立川市・酒井市長のご挨拶

立川市の酒井市長が若者会議の様子を見学に訪れ、参加者に感謝
と歓迎の言葉を述べられました。あわせて、立川市のこれまでの取
り組みを紹介され、若者の率直な意見や主体的な議論に大きな期
待を寄せていること、市政にとって若者の声が重要であることを
強調されました。また、本会議を通じて新たな発想やつながりが
生まれ、今後のまちづくりに活かされることを願う、前向きなメッ
セージをいただきました。

立川市の酒井市長
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＜グラフィックレコーディング＞

事前アンケートの結果を踏まえ、関心領域や問題意識が近いメンバー同士でグループを構成し、4つのグループに
分かれて意見交換を行いました。グループ内では、若者会議への参加のきっかけや、地域に対して感じている課題
意識を共有し、今後の議論に向けた土台づくりを行いました。

グループ作り
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若者会議の代表的な形態である「議会型」「コミュニティ型」「複合型」のそれぞれの特徴や役割について学びました。
そのうえで、立川市・昭島市において目指すべき若者会議の理想的なスタイルを検討し、目的や役割、参加者の関
わり方、運営体制など、「6つの構成要素」を軸に意見交換を行いました。地域の実情を踏まえながら、継続性や実効
性のある若者会議のあり方について議論を深めました。

若者会議の初期案作り

＜グラフィックレコーディング＞
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＜グラフィックレコーディング＞

＜メンチメーター「�議会型、コミュニティ型、複合型のどれが興味ある？」＞
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アンケートの結果、参加者の多くが本会議を通じて有意義な時間を過ごしたと感じていることが分かりました。
本日の満足度については、10名中9名が「非常によかった」、1名が「普通」と回答しており、全体として非常に高い評
価となりました。
満足度が高かった理由として、参加者からは右のような声が寄せられました。
一方で、「立場や環境の違いによるさまざまな考えに触れ、刺激になった」という声もあり、意見の多様性が学びにつ
ながったことがうかがえます。

アンケート

＜グラフィックレコーディング＞

若者会議の活動の方向性や目指すビジョンを踏まえ、その内容が分かりやすく伝わり、参加者自身が愛着を持って
関われる名称について、各自がアイデアを出しながら検討しました。その後、グループごとに分かれて意見を持ち
寄り、ふさわしい愛称案について活発な意見交換を行いました。

愛称案づくり
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＜メンチメーター「�若者会議の愛称案を入力してください」

 

アンケート結果より抜粋
●�「同じ気持ちを持った方と未来に向けた話ができ、大変有意義な時間となりました」
●�「いろんな意見が聞けて楽しかった」
●�「近い意見を持つメンバーで集めていただいたおかげで、フランクに話せて楽しい会議になりました」
●�「ざっくばらんに話ができ、市長の挨拶も印象的でした」
●�「学生から社会人まで幅広い世代の方と話すことができ、刺激になりました」
●�「立川がこれから良くなっていきそうだと感じられ、自分自身の考え方を見直すきっかけにもなりました」
●�「引っ越してきたばかりの人同士でつながれたことが嬉しかった」
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アンケートの自由記述からは、「自分のまちづくりへの思いを言葉にできたこと」や「他者の意見を通じて、自身の視
野や価値観の偏りに気づけたこと」「同じ地域に関わる仲間とのつながりが生まれたこと」など、参加者一人ひとりに
とって内省と交流の両面で大きな学びがあったことが読み取れました。

第1回若者会議は、参加者同士が安心して意見を交わすことのできる雰囲気の中で実施され、若者が地域やまちづく
りについて自分ごととして考えるきっかけとなりました。
高い満足度と前向きな感想が多く寄せられたことから、若者会議のスタートとして非常に良好な滑り出しとなり、今
後の継続的な議論やネットワーク形成につながる土台を築くことができたといえます。

学び・気づき

総　　括

＜会議中の様子＞
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第2回　若者会議
◦テーマ：”参加したくなる若者会議”ってどんなカタチ？
◦日　時：令和7年12月20日（土）　13:00～16:00
◦会　場：たましんRISURUホール第１会議室
◦目　標：◦�ゲスト講師の話から他地域の実践を学び、自分たちの活動に活かせる視点を得る
	 ◦�「どんな会議なら参加したいか」「どうすれば声が届くか」を整理し、提言に向けた素

案を作る
◦内　容：①講演「若者会議先進事例のリアル」
	 ②理想の若者会議スタイル確定
	 ③次回発表の各テーマの担当グループ決定

第2回若者会議では、「参加したくなる若者会議とはどのような場か」をテーマに、先進事
例の学びとグループワークを通じて、立川・昭島における若者会議の具体像を深めまし
た。前回に引き続き、事前アンケートで関心領域が近いメンバー同士で構成されたグルー
プで議論を行い、次回の提言発表を見据えた内容整理と役割分担を行いました。

講演「若者会議先進事例のリアル」

全国ユースカウンシル連盟の原田伊織さんを講師に迎え、全国各地に
おける若者会議の先進事例や、立ち上げ期の工夫、継続的な運営に向
けた課題などについて講演いただきました。講師自身の実体験を交え
た具体的な話から、若者会議がどのように行政や地域と関わり、提言
や実践につながっていくのかを学ぶ機会となりました。
参加者からは、「活動のイメージがより具体的になった」「自分たちの若
者会議の将来像を考えるヒントになった」といった声が聞かれました。

＜会議中の様子＞

講師の全国ユースカウンシル
連盟　原田伊織さん
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＜グラフィックレコーディング＞

  

＜スライドー「原田伊織さんに聞きたいことは？」＞



21

講演後は、第1回で検討した若者会議のコンセプトや愛称案について振り返りを行いました。メンチメーター
を活用した投票を通じて、参加者の意見を可視化しながら、「参加したくなる」「親しみやすい」名称やコンセプ
トについて認識を共有しました。
これにより、若者会議の方向性や目指す姿を改めて確認し、後半のグループワークにつなげました。

前回の振り返り：コンセプト・愛称案

＜グラフィックレコーディング＞
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最後に、第3回で予定している提言発表会に向けて、提言の骨子を共有し、各テーマごとの担当グループを決
定しました。
これまでの第1回・第2回で積み重ねてきた議論をもとに、次回は提言内容の整理から資料作成、発表までを
行うことを確認し、参加者それぞれが役割を持って関わる体制を整えました。

グループワークについて

＜グラフィックレコーディング＞

各グループに分かれ、「立川・昭島の若者会議は〇〇が〇〇をする場」というフレーズを軸に、若者会議の存在
意義や目的について議論しました。

「なぜ若者会議が必要なのか」「誰のための、どのような場であるべきか」といった視点から意見を出し合い、若
者の声を行政や地域につなぐ役割や、若者同士がつながるプラットフォームとしての意義を整理しました。

次回発表に向けた担当グループ決定

グループトーク①：若者会議の存在意義・目的の共有
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＜グラフィックレコーディング＞

■ 講演（全国ユースカウンシル連盟 原田伊織さん）について
講演の満足度については、「非常によかった」8名、「よかった」1名、「普通」2名、「よくなかった」1名という結
果となりました。

「非常によかった」「よかった」と回答した参加者からは、全国の若者会議の先行事例や、立ち上げ期のリアルな
動き、講師自身の実体験を交えた内容に対し、高い評価が寄せられました。
一方で「よくなかった」と回答した1名については、参加者個人の事情により講演途中からの参加（遅参）となっ
たことが理由であり、講演内容そのものに対する否定的な評価ではありませんでした。
そのため、講演の構成や内容については、全体として参加者から高い評価を得ていたといえます。

アンケート

続いて、整理した目的をもとに、「どのような体制・活動・参加方法であれば実現できそうか」をテーマに、若
者会議の場の具現化を行いました。
参加のハードルを下げる工夫や、継続的に関われる仕組み、提言と実践を両立させる運営のあり方などについ
て、各グループから具体的なアイデアが出されました。

グループトーク②：若者会議の場の具現化



24

また、「普通」と回答した参加者からは、「より継続的なコミュニティ形成の事例や、行政側の視点も含めた話を
聞きたかった」といった、今後への期待を示す意見が寄せられており、講演内容のさらなる深化への要望とし
て受け止められます。

■ グループワークについて
グループワークの満足度は、「非常によかった」10名、「よかった」1名、「普通」1名と、全体として非常に高い
評価となりました。
理由としては、

「普段話さないテーマについて意見交換でき、刺激になった」
「少人数で、それぞれの意見をしっかり伝えられた」
「互いを尊重しながら、自分の考えを言い合える雰囲気があった」
「前回より多様な意見が聞けた」
「同じ思いを持つメンバー同士で話しやすかった」
といった声が多く寄せられ、安心して発言できる対話の場が形成されていたことがうかがえます。
一部では、「テーマが抽象的でまとめるのが難しかった」という声もあり、今後の進行やテーマ設定に向けた示
唆も得られました。

アンケート全体を通して、参加者からは、「若者会議の全国的な広がりや共通課題を知ることができた」「多様
なバックグラウンドを持つ参加者との対話により、視野が広がった」

「課題をどのように整理し、解決につなげていくかを考える機会になった」など、知識面・思考面・関係性の面
での学びが多く見られました。

第2回若者会議では、外部講師による講演を通じて若者会議の先行事例や可能性への理解を深めるとともに、
グループワークを通じて参加者一人ひとりの課題意識や考えを具体的に言語化することができました。
特に、全国の事例や実践のリアルを踏まえた議論を行ったことで、「何を目指し、どのような形で提言していく
のか」といった視点が共有され、次回の提言発表に向けた土台づくりが進んだ点は大きな成果といえます。
また、回を重ねるごとに参加者同士の関係性が深まり、多様な意見を尊重しながら議論を積み重ねる姿勢が醸
成されてきました。第1回で生まれた関心やつながりが、第2回では具体的な方向性や論点へと発展し、次回
の提言発表へとつながる深みを持たせることができた回となりました。

学び・気づき

総　　括
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第3回　若者会議・提言発表会
◦テーマ：こんな若者会議にしたい!わたしたちの声を届けよう
◦日　時：令和8年1月24日（土）　13:00～16:00
◦会　場：イーストテラス・サブスリー301会議室
◦目　標：◦�これまでの学びと議論を集約し、行政へ「若者会議の在り方」を提言として届ける。
	 ◦�今後の若者会議（次年度以降）に継承できる基盤を築く。
◦内　容：①提言発表準備
	 ②提言発表
	 ③両市長のコメント

前半は提言発表会の準備として、事務局からあらかじめ提示していた骨子をもとに、各
グループで担当パートの部分を中心に精査を行いました。その後、全体で意見のすり合
わせを行い、スライドの修正を進め発表会に向けた準備を進めました。
後半は、両市長をはじめ、行政関係者や一般傍聴者に向けて、立川市・昭島市スタイルの
若者会議のあり方について提言発表を行いました。

＜会議中の様子＞
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＜グラフィックレコーディング＞

前回決定したグループの担当パートを中心に、各グループで骨子の内容を精査し、修正を実施しました。その
後、全体で意見のすり合わせを行い、各グループの想いを集約させました。

提言発表会準備
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提言発表会
提言発表会では、立川市の酒井市長、昭島市の臼井市長をはじめとする行政関係者や、一般傍聴者の合計18名
の人に向けて提言発表を行いました。提言発表後は、両市長からのコメントをいただき、次年度に向けて若者
会議の在り方について、確かなものとして提言をすることができました。

＜グラフィックレコーディング＞
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アンケート

アンケート結果から、参加者の多くが本
提言発表会を通じて高い満足度と達成
感、そして新たなつながりを実感したこ
とが分かりました。特に市長への提言
発表という機会そのものを高く評価す
る声が多く寄せられました。参加者か
らは、右のような声が挙がっています。
また、若者会議全体を通しての満足度についても、「非常によかった」「よかった」との評価が多数を占め、会議のプロ
セスそのものが有意義だったと受け止められていることがうかがえます。

アンケート結果より抜粋
●�「同じ志の方が集まって議論できたのがとても嬉しかった」
●「近所に住む人とつながりができた」
●「無事に思いを市長に届けられて感慨深かった」
●「より具体的な課題やアイデアを実現していきたい」
●「次年度も参加したい」

本提言発表会は、若者が地域や行政とのつながりを実感し、「自分たちの声が届く」「関わり続けたい」という意識を醸成
する場となりました。市長への提言という明確なアウトプットを設定したことで、議論が具体化し、参加者の達成感
や当事者意識を高める結果につながっています。また、参加者同士の新たなつながりも生まれ、今後の地域活動や若
者会議の継続に向けた良好な基盤づくりができたと評価できます。全体として、若者会議の意義と可能性を行政・参
加者双方が共有できた、非常に実りある取り組みであったといえます。

総　　括
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提言発表会資料

5. 成果と提言
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令和7年度に実施した「若者会議」は、立川市と昭島市が連携し、若者の声を市政へ反映させるための極めて有
意義な取組みとなりました 。全4回の開催を通じ、両市の若者が主体的に「自分たちが参加したくなる若者会
議のあり方」を議論し、最終回では両市長へ直接提言を行いました。

本事業の成果として特筆すべきは、参加者の満足度の高さです 。アンケートでは「地域に関わるハードルが下
がった」「自分たちの声が届くと実感した」といった声が寄せられ、単なる意見交換に留まらない事業を実施す
ることができました 。また、チラシの郵送やSNS広告による効率的な周知により、潜在的な若者の参画ニー
ズを掘り起こすことができたと言えます 。

本年度の議論により、運営体制や愛称案、目指すべきビジョンといった「若者会議の器」が整いました 。次年
度からは、いよいよこの基盤の上に立ち、具体的な地域課題の解決に向けた提言や実践を行うフェーズへと移
行します。

参加者からは「次年度以降も深く関わり、アイデアを形にしたい」という前向きな意欲が寄せられており、本事
業で生まれた若者同士のネットワークは、今後の両市のまちづくりを牽引する大きな原動力となることが期
待されます 。本報告書をもって、令和8年度以降の本格始動に向けた確かな展望を示すものといたします。

参加者と立川市酒井市長と昭島市臼井市長

6. まとめ・展望

本事業はサマージャンボ宝くじの収益金を活用して実施しています。
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